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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本格的な分析が、「分析の目的」「分析で検証するための仮説」を必須とするならば、この特許マップは、その前段階である「統計マップ」集である。統計処理と視覚化によって、「目的」や「仮説」を見つけるための手がかり、足がかりとなることをねらいとする。



分析の対象 

分析対象 想定される分析の切り口 

自社の競合企業である２社の分析 
どちらも合成樹脂の製造会社 

・出願数推移 
・権利状態（特許保有数） 
・発明者数 
・他社注目度（被引用件数） 
・分野別出願数 
・発明者グループと分野 
・用途別出願数 
・産学連携状態 
・テーマにしている課題 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　



２社比較のねらい 

分析のねらい 

客観的視点からの比較・特徴の把握 
提携先の検討 

■それぞれの特許力（特許競争力） 
■得意な技術・相手が持っていない技術 
■ターゲットにしている用途 

知りたいこと／わかればいいな 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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競合２社比較 
検索式 

1 PA1=Ａ社 
2 PA1=Ｂ社 
3 AD=2006*- 
4 T=(#1+#2)&#3 

合計 ６５０件 （出願ベース 登録優先） 

以下の抽出式にて、公報を抽出。 検索式 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
統計処理においては、「漏れの少ない母集合」よりも、「ノイズの少ない母集合」のほうが、精度を考えたときにより望ましい。　出願から公開まで１年半かかるため、直近２年のデータは参考値として、それ以前の１０年位をメドにすると、時系列の変化等が見つけやすくなる。あまりにも古い期間からの集合を対象にすると、特許制度の変更や時流の変化、出来事による変動が大きく、かえって技術的変化が見えにくくなる場合がある。



【 P O I N T 】 
出願数と権利保有率の比較。 

6 

１．出願数比較 

X軸：出願人 × Y軸：出願数 X軸：出願人 × Y軸：出願数 × ステータス情報 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
左上のグラフは2社それぞれの出願総数。右下のグラフはステータス別出願数の積み上げ表示。2社ともに出願数はほとんど同数。権利保有率にも大きな差はない。



【 P O I N T 】 
出願数の時系列の変化を表示。 
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２．出願人別 出願数 時系列推移 

X軸：出願年 × Y軸：出願数 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
全体像を俯瞰するにあたって、時系列の変化確認は必須事項。上図では、近年、2社ともに出願数が低下していっていることが明らかにわかる。なお、直近２年（2016年、2017年）は未公開出願が数値に反映されていないため、参考値として考える。



【 P O I N T 】 
発明者数の時系列の変化を表示。 
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３．出願人別 発明者数 時系列推移 

X軸：出願年 × Y軸：発明者数 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2006年を除いて、公報に記載された発明者数はＡ社のほうが多く、Ａ社のほうが開発に対する人件費をかけているのではないかと推測することができる。Ｂ社は出願数の減少と発明者数の減少が同じような推移を見せているところから、人件費・開発費の縮小がそのまま出願数の減少に直結したと考えてよいのではないだろうか。



Ｂ社 

【 P O I N T 】 
出願数のうちの特許登録率を棒グラフで表示。 
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４．権利化率 時系列推移 

X軸：出願年 × Y軸：出願数 

Ａ社 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
権利化率が高かったのは、Ａ社は2012年（８２．１％）。Ｂ社は2010年（８２．８％）と2013年（８０％）。



【 P O I N T 】 
出願人ごとの出願数を時系列に表示。ステータス情報を棒グラフ内に比率表示し
ている。 
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５．出願人別 出願数推移と権利状態の比較 

X軸：出願年 × Y軸：出願数 ×  
ステータス × 出願人 

Ｂ社 

Ａ社 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　



【 P O I N T 】 
被引用公報数によってスコアリングした結果を出願人別に表示。グラフの右上部
に行くほど、他社注目度が高い。 
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６．他社注目度 スコア比較 

X軸：スコア最高点 × Y軸：スコア合計点 
円グラフ：権利状態（詳細） 
円の大きさ：スコア平均点 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
他社からの注目度はＢ社のほうが高いことがわかる。



【 P O I N T 】 
被引用公報数によってスコアリングし、個別の出願ごとに表示。出願時期が古く、
被引用公報数が多い公報ほど、当該分野でコア技術である可能性が高くなる。 
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７．他社注目度 スコア分布 

X軸：出願日 × Y軸：スコア（他社注目度） 

Ｂ社出願の公開公報 
「放熱性樹脂組成物、ＬＥＤ実装用基板、
リフレクター、及び、リフレクター部を
備えるＬＥＤ実装用基板」 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次のページにスコア上位公報のリストを表示している。



【 P O I N T 】 
被引用公報数によるスコアリングの結果、上位４０位をランキング表示。 
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８．他社注目度 スコアランキング 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
他社注目度の高い公報は、個別に目を通しておくことを推奨。



【 P O I N T 】 
出願人と上位のテーマコードの関係を表したグラフ。 
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９．上位テーマコードによる比較 

X軸：出願人 × Y軸：テーマコード（上位２０位） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
５F151・５F051（光起電力装置）はＢ社のみ、5H050（電池の電極及び活物質）はＡ社のみが出願。電池分野に対するアプローチが異なる可能性がある。



【 P O I N T 】 
出願人のテーマコード別の出願数を時系列に表示。 
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１０．上位テーマコードによる出願数推移 

X軸：出願年 × Y軸：出願数 ×  
テーマコード × 出願人 

Ｂ社 

Ａ社 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　



【 P O I N T 】 
よく利用されているテーマコードについて、公報数の時系列の変化を表示。 
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１１．上位テーマコードの時系列の推移 

X軸：出願年 × Y軸：テーマコード（上位２０位） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　　



【 P O I N T 】 
出願人と上位のＦＩの関係を表したグラフ。ＦＩはサブグループまでで集計して
いる。 
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１２．上位ＦＩによる比較 

X軸：出願人（上位２０位） ×  
Y軸：ＦＩ（上位１０位） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Ａ社はC08L  69/00（ポリカーボネートの組成物）、Ｂ社はC08L  51/04（グラフト重合体の組成物・ゴムにグラフトされた）への出願が最も多い。



【 P O I N T 】 
よく利用されているＦＩについて、公報数の時系列の変化を表示。 
ＦＩはメイングループまでで集計。 

18 

１３．上位ＦＩの時系列の推移 

X軸：出願年 × Y軸：ＦＩ（上位１０位） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　



【 P O I N T 】 
出願人と上位の筆頭ＩＰＣの関係を表したグラフ。 
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１４．出願人の利用する筆頭ＩＰＣ 

X軸：出願人 × Y軸：筆頭ＩＰＣ（上位２０位） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
筆頭IPCは１公報に１つしか付与されないため、A社とＢ社の独自性や競合分野が顕著に見えてくる。



【 P O I N T 】 
よく利用されている筆頭ＩＰＣについて、公報数の時系列の変化を表示。 
筆頭ＩＰＣは１公報に1つだけ付与されている。 
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１５．筆頭ＩＰＣの時系列の推移  

X軸：出願年 × Y軸：筆頭ＩＰＣ（上位１０位） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
筆頭IPCコードは公報１件についてひとつしか付与されないため、主眼（テーマ）の変化がより顕著に現れる場合がある。



【 P O I N T 】 
Ｆタームのランキングを出願人ごとに表示。色付きのコードは他社が用いていな
いもの。 
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１６．出願人ごとのＦタームランキング 

X軸：出願人 × Y軸：Ｆターム（上位２０位） 

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位 ９位 １０位

4J002
GQ00 電気
関係

4J002 CG01
・Ｃ，Ｈ，Ｏの
みを含有す
るポリカ－ボ
ネ－ト

4J002 CG02
・Ｃ，Ｈ，Ｏ以
外の原子を
含有するポ
リカボネート

4J002 GN00
運輸機器用

4J002 BN15
・・・ＡＢＳ（←
構成不明な
ＡＢＳ）

4J002 CG03
・・ハロゲン
含有

4J002 FD01
・充填剤
（例．補強
剤）

4J002 BN14
・・共役ジエ
ンにグラフト
された

4J002 BC06
・・・・不飽和
ニトリルとの

4J002 FD13
・難燃剤、難
燃助剤

１１位 １２位 １３位 １４位 １５位 １６位 １７位 １８位 １９位 ２０位

4J100 AM02
 ・・（メタ）ア
クリロニトリ
ル

4J100 AS02
・・ブタジエン

4J026 BA05
・・スチレン；
（α；核）ア
ルキル置換
スチレン

4J100 AB02
・・スチレン

4J002 CP03
・ポリシロキ
サン

4J002 FD09
・着色剤、着
色助剤（例．
顔料、染料）

4J002 FD20
・その他の
機能

4J002 BC07
・・・・不飽和
カルボン酸
エステルとの

4J002 BN12
・・アクリル
酸エステル
の重合体に
グラフトされ
た（←ＡＡＳ）

4J100 AJ02
・・（メタ）アク
リル酸

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位 ９位 １０位

4J002 GN00
運輸機器用

4J002
GQ00 電気
関係

4J002 BC06
・・・・不飽和
ニトリルとの

4J002 BN14
・・共役ジエ
ンにグラフト
された

4J002 BN15
・・・ＡＢＳ（←
構成不明な
ＡＢＳ）

4J002 BN06
・・エチレン
－αオレフィ
ン共重合体
またはエチレ
ン－αオレ
フィン非共役
ジエン共重
合体にグラフ
トされた

4J002 GL00
建築、土木
用

4J002 FD01
・充填剤
（例．補強
剤）

4F100 YY00
数値を限定
したもの（ク
レームにの
み適用）

4J002 BB03
・・・ポリエテ
ン

１１位 １２位 １３位 １４位 １５位 １６位 １７位 １８位 １９位 ２０位

4J002 GC00
生活、スポ
－ツ用

5F151 JA05
・・・裏面シー
ト

4F100 AK01
・有機高分
子材料

4J002 BN12
・・アクリル
酸エステル
の重合体に
グラフトされ
た（←ＡＡＳ）

4J002 FD13
・難燃剤、難
燃助剤

4F100 BA10
・外層

4J002 BB12
・・・ポリプロ
ペン

4F100 GB41
・電気・電子
用

4J026 BA05
・・スチレン；
（α；核）ア
ルキル置換
スチレン

4F100 BA07
・非対称構
造の積層体
（ＡＢＣ）

Ｂ社 

Ａ社 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Ａ社はポリカーボネートに関する技術を保有しており、Ｂ社は建築、土木など、用途を限定した開発に力を入れていることがわかる。



順位 出願数 出願人 順位 出願数 Ｆターム 2006
年 

2007
年 

2008
年 

2009
年 

2010
年 

2011
年 

2012
年 

2013
年 

2014
年 

2015
年 

2016
年 

2017
年 

1 328 Ａ社 

1 125 4J002 GQ00 電気関係 17 25 29 17 5 9 9 8 0 2 3 1 

2 104 4J002 CG01 ・Ｃ，Ｈ，Ｏのみを含有す
るポリカ－ボネ－ト 22 23 28 22 2 1 2 0 0 2 2 0 

3 87 4J002 CG02 ・Ｃ，Ｈ，Ｏ以外の原子を
含有するポリカボネート 19 21 26 15 0 1 1 0 0 2 2 0 

4 81 4J002 GN00 運輸機器用 5 18 15 8 6 6 11 5 1 4 2 0 

5 71 4J002 BN15 ・・・ＡＢＳ（←構成不明
なＡＢＳ） 6 15 10 6 7 8 6 2 2 5 3 1 

6 70 4J002 CG03 ・・ハロゲン含有 19 18 18 12 0 1 1 0 0 0 1 0 
7 70 4J002 FD01 ・充填剤（例．補強剤） 11 19 10 7 4 5 6 3 1 2 0 2 

8 66 4J002 BN14 ・・共役ジエンにグラフト
された 4 10 9 6 9 8 11 3 0 3 2 1 

9 62 4J002 BC06 ・・・・不飽和ニトリルと
の 5 4 4 1 11 5 14 7 1 5 3 2 

10 58 4J002 FD13 ・難燃剤、難燃助剤 8 14 17 8 1 3 3 2 0 1 0 1 

2 322 Ｂ社 

1 111 4J002 GN00 運輸機器用 9 8 8 8 11 12 6 13 13 16 5 2 
2 109 4J002 GQ00 電気関係 16 13 13 8 9 13 7 10 6 9 3 2 

3 107 4J002 BC06 ・・・・不飽和ニトリルと
の 19 8 7 10 11 11 7 10 7 11 4 2 

4 104 4J002 BN14 ・・共役ジエンにグラフト
された 19 12 7 9 13 11 6 6 10 6 2 3 

5 103 4J002 BN15 ・・・ＡＢＳ（←構成不明
なＡＢＳ） 19 10 4 11 10 12 6 11 7 8 2 3 

6 91 
4J002 BN06 ・・エチレン－αオレフィ
ン共重合体またはエチレン－αオレフィ
ン非共役ジエン共重合体にグラフトされ
た 

12 12 7 7 6 7 4 6 12 12 4 2 

7 80 4J002 GL00 建築、土木用 10 2 7 7 5 13 4 9 9 8 4 2 
8 79 4J002 FD01 ・充填剤（例．補強剤） 13 10 6 9 5 8 5 5 7 7 2 2 

9 68 4F100 YY00 数値を限定したもの（ク
レームにのみ適用） 10 4 10 10 4 14 11 2 2 1 0 0 

10 56 4J002 BB03 ・・・ポリエテン 10 12 4 5 5 2 0 2 6 6 2 2 

【 P O I N T 】 
Ｆタームのランキングを出願人ごとに表示。出願年を軸に、出願数が多いセルほ
ど色の濃度を高くしている。 
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１７．出願人別 Ｆターム ヒートマップ 

X軸：出願人 × Y軸：Ｆターム（上位１０位） × 
出願年 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　　



【 P O I N T 】 
よく利用されているＦタームについて、公報数の時系列の変化を表示。 
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１８．上位Ｆタームの時系列の推移 

X軸：出願年 × Y軸：Ｆターム（上位２０位） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　　



【 P O I N T 】 
競合２社と共同出願している出願人との関連図。 
ラベル内の数字は共同出願の件数。 
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１９．共同出願状況 

X軸：出願人（２社） × Y軸：出願人（全２８件） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
共同研究を行っている企業や、産学連携の状態、有力な技術を保有している出願人などが確認できる。上図では、Ｂ社がＣ社と密接に関連し、またＥ大学、Ｔ大学と産学連携していることがわかる。Ｆ社は、Ａ社、Ｂ社ともに共同出願しており、当該分野における重要な技術を保有している可能性がある。



【 P O I N T 】 
同一出願に名を連ねる発明者を関連図で表示。スケルトン（最も関連の強い要素
だけに関連線を接続）で表示。 
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２０．Ａ社の発明者 関連図 

X軸：発明者（上位２０位） ×  
Y軸：発明者（上位４０位） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
研究・開発グループの数や人数構成、中心人物などを推測することができる。



出願人 順位 出願数 出願人グループ キーワード
2006

年
2007

年
2008

年
2009

年
2010

年
2011

年
2012

年
2013

年
2014

年
2015

年
2016

年
2017

年

1 19 石川　秀樹/四之宮　忠司
ポリカーボネート/重量部/成形/成形品/樹
脂組成物/耐熱性/配合量/衝撃強度/熱安
定性/流動性

4 8 4 3 0 0 0 0 0 0 0 0

2 15 吉田　治一郎/伊藤　雅典/矢野　克典
スチレン/樹脂/組成物/ゴム強化/熱可塑性
樹脂/樹脂組成物/重量部/アクリル系/アロ
イ/ポリ乳酸

0 7 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 8 河越　昭人/温井　紳二
ポリカーボネート/重量部/組成物/ポリカプロ
ラクトン/特定/配合量/アリール基/アルキル
ベンゼンスルホン/アルキル基/ホスホニウム

4 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 8 松山　貴志/三崎　皇雄
バインダ/共重合/単量体/不飽和カルボン酸
/エチレン/共役ジエン/結着力/脂肪族/電極
用/二次電池

0 0 0 1 4 3 0 0 0 0 0 0

5 8 岡田　眞彰/橋本　篤史
グラフト共重合/共重合/重量部/組成物/存
在下/単量体/熱可塑性樹脂/芳香族ビニル/
アクリル酸エステル/グラフト重合

0 0 0 0 5 3 0 0 0 0 0 0

6 6 松山　貴志/三崎　皇雄/藤原　渡
バインダ/共重合体ラテックス/共役ジエン/脂
肪族/単量体/乳化重合/不飽和カルボン酸/
共重合/電極用/二次電池

0 0 3 1 1 1 0 0 0 0 0 0

7 5 細谷　隆史/中森　弘/中島　由吏江
エチレン/共重合/共重合体ラテックス/共役
ジエン/合計/紙塗工/脂肪族/単量体/乳化
重合/不飽和カルボン酸

0 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

8 4 四之宮　忠司/越智　真弓
２重/ＭＭ/アリール基/アルキル基/フェノー
ル系/ポリカーボネート/ポリスチレン/リン/安
定性/化合物

0 0 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

9 4 温井　紳二/永野　圭哉
ポリカーボネート/重量部/組成物/透明性/ア
ルキルベンゼンスルホン/イミド/トリフルオロ
メタンスルホニル/トリブチル/ドデシル/ビス

0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0

10 4 中石　英二/石田　博士

２重/アクリル酸エステル/イソシアヌル/カル
ボキシル基/グラフト共重合/シアヌル酸/シア
ン化ビニル/シリコーン/ジアリル/ジビニルベ
ンゼン

0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ａ社

【 P O I N T 】 
発明者グループごとのよく使用しているキーワード（上位１０位）と、時系列の
出願数。 
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２１．Ａ社の発明者の出願内容 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
グループの出願内容をキーワードから推測することができるとともに、発明者グループの時系列の変遷＝力を入れている技術分野の変遷が読み取れる可能性がある。



【 P O I N T 】 
同一出願に名を連ねる発明者を関連図で表示。スケルトン（最も関連の強い要素
だけに関連線を接続）で表示。 
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２２．Ｂ社の発明者 関連図 

X軸：発明者（上位２０位） ×  
Y軸：発明者（上位４０位） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
研究・開発グループの数や人数構成、中心人物などを推測することができる。



出願人 順位 出願数 出願人グループ キーワード
2006

年
2007

年
2008

年
2009

年
2010

年
2011

年
2012

年
2013

年
2014

年
2015

年
2016

年
2017

年

1 32 橋本　昌典/渡邉　篤史
樹脂/モジュール/太陽電池/芳香族ビニル/
ＮＭ/光/耐熱性/波長/反射率/熱可塑性樹
脂

0 0 3 17 5 2 3 2 0 0 0 0

2 21 望月　勇/江川　和也
エチレン/ゴム強化ビニル/ゴム質重合体/ビ
ニル/樹脂/重合/存在下/単量体/オレフィン
/Ａ１

0 0 0 0 3 3 1 0 3 6 4 1

3 11 高橋　悠太郎/渡邉　篤史
ＮＭ/可撓性/厚さ/樹脂/層/表面/芳香族ビ
ニル/オレンジ色/ゴム/フィルム

0 0 0 0 0 9 2 0 0 0 0 0

4 10 前田　修吾/北田　房充
ゴム質重合体/シアン化ビニル/化合物/含有
割合/構造単位/樹脂/重合/重合性不飽和/
重合体/成形品

0 0 0 0 2 6 1 0 0 1 0 0

5 8 馬渡　政明/舎人　達也
質量部/樹脂/組成物/化合物/重合体/耐衝
撃性/熱可塑性/芳香族ビニル/コハク酸/ゴ
ム質重合体

1 5 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 7 馬渡　政明/石賀　成人
Ａ１/Ａ２/エチレン/オレフィン/ゴム強化/ゴム
質重合体/スチレン/ビニル/音/化合物

0 0 0 2 0 0 0 0 2 2 0 1

7 6 栗原　文夫/高見　正光/阿部　公一
キャビティ/ゴム製/加熱する/形成/樹脂成
形/充填/照射/成形型/選択的/電磁波

4 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 6 藤岡　真佑/北田　房充
ゴム強化樹脂/ポリカーボネート/化合物/混
合物/質量部/熱可塑性樹脂/放熱性/ゴム
強化ビニル/ゴム質重合体/樹脂

4 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 6 栗原　文夫/高見　正光
キャビティ/樹脂成形/照射/熱可塑性樹脂/
ゴム型/充填/波長領域/加熱/形状/形成

0 2 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0

10 5 馬渡　政明/西山　直樹

ＰＰＭ/イミドリチウム/オレフィン/カリウム/ス
チレン/トリス/トリフルオロメタンスルホニル/
トリフルオロメタンスルホン酸リチウム/ナトリ
ウム/ビス

1 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

Ｂ社

【 P O I N T 】 
発明者グループごとのよく使用しているキーワード（上位１０位）と、時系列の
出願数。 
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２３．Ｂ社の発明者の出願内容 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
グループの出願内容をキーワードから推測することができるとともに、発明者グループの時系列の変遷＝力を入れている技術分野の変遷が読み取れる可能性がある。



【 P O I N T 】 
キーワードの時系列変化を示したグラフ。キーワードは全文から抽出し、類語
（グループワード）を含んで集計。 
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２４．Ａ社：キーワードの時系列推移 

X軸：出願年 × Y軸：キーワード（上位２０件） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２００位までのキーワードランキングは、Excel形式の資料を参照のこと。なるべく関連の近いキーワードを寄せるように配置。



【 P O I N T 】 
キーワードの時系列変化を示したグラフ。キーワードは全文から抽出し、類語
（グループワード）を含んで集計。 
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２５．Ｂ社：キーワードの時系列推移 

X軸：出願年 × Y軸：キーワード（上位２０件） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２００位までのキーワードランキングは、Excel形式の資料を参照のこと。なるべく関連の近いキーワードを寄せるように配置。



【 P O I N T 】 
横軸 ： 特許請求の範囲,要約／解決手段,課題を解決するための手段 
縦軸 ： 要約／課題,技術分野,発明が解決しようとする課題,発明の効果 
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２６．Ａ社：課題ワード × 解決ワード 

X軸：解決ワード（上位２０位） ×  
Y軸：課題ワード（上位２０位） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　



【 P O I N T 】 
横軸 ： 特許請求の範囲,要約／解決手段,課題を解決するための手段 
縦軸 ： 要約／課題,技術分野,発明が解決しようとする課題,発明の効果 
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２７．Ｂ社：課題ワード × 解決ワード 

X軸：解決ワード（上位２０位） ×  
Y軸：課題ワード（上位２０位） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　



【 P O I N T 】 
用途に関わるFタームによる、時系列の出願数の変化。観点記号までで集計。 
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２８．Ａ社：用途の時系列推移 

X軸：出願年 × Y軸：Ｆターム 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
4J002 GQ（電気関係）が主軸であったところから、4J002 GN（運輸機器用）との２本立てになってきている可能性がある。



【 P O I N T 】 
用途に関わるFタームによる、時系列の出願数の変化。観点記号までで集計。 
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２９．Ｂ社：用途の時系列推移 

X軸：出願年 × Y軸：Ｆターム 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
4J002 GQ（電気関係）から、4J002 GN（運輸機器用）に主軸が移ってきている可能性がある。



【 P O I N T 】 
直近１０年（期間（Ａ））に対して直近４年（期間（Ｂ））の出願で使用される率が高く
なったキーワード。キーワードはタイトル～クレームから抽出。 

35 

３０．Ａ社：近年に急増したキーワード 

X軸：出願年 × Y軸：キーワード 

期間（Ａ） 

期間（Ｂ） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
過去によく使われていて、近年に急に復活したキーワードは、関連した新しい課題か技術が発明された可能性がある。



【 P O I N T 】 
直近１０年（期間（Ａ））に対して直近４年（期間（Ｂ））の出願で使用される率が高く
なったキーワード。キーワードはタイトル～クレームから抽出。 
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３１．Ｂ社：近年に急増したキーワード 

X軸：出願年 × Y軸：キーワード 

期間（Ａ） 

期間（Ｂ） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
過去によく使われていて、近年に急に復活したキーワードは、関連した新しい課題か技術が発明された可能性がある。



【 P O I N T 】 
直近１０年（期間（Ａ））に対して直近４年（期間（Ｂ））の出願で使用される率が高く
なったＦＩ。メイングループまでで集計。 
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３２．Ａ社：近年に急増したＦＩ 

X軸：出願年 × Y軸：ＦＩ 

期間（Ａ） 

期間（Ｂ） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　　



【 P O I N T 】 
直近１０年（期間（Ａ））に対して直近４年（期間（Ｂ））の出願で使用される率が高く
なったＦＩ。メイングループまでで集計。 
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３３．Ｂ社：近年に急増したＦＩ 

X軸：出願年 × Y軸：ＦＩ 

期間（Ａ） 

期間（Ｂ） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　　



【 P O I N T 】 
直近１０年（期間（Ａ））に対して直近４年（期間（Ｂ））の出願で使用される率が高く
なったテーマコード。 
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３４．Ａ社：近年に急増したテーマコード 

X軸：出願年 × Y軸：テーマコード 

期間（Ａ） 

期間（Ｂ） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　　



【 P O I N T 】 
直近１０年（期間（Ａ））に対して直近４年（期間（Ｂ））の出願で使用される率が高く
なったテーマコード。 

40 

３５．Ｂ社：近年に急増したテーマコード 

X軸：出願年 × Y軸：テーマコード 

期間（Ａ） 

期間（Ｂ） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　　　



ワイズ特許サービス株式会社   
 TEL 075-646-0667 FAX 075-646-0668 
 〒612-0012 京都市伏見区深草一ノ坪町１２－２ 
 HP： http://www.wides.com/ 
 お問い合わせ：info@wides.com   

特許マップ 商品構成 

分析・マップ種類 費用 ノイズ除去 分類 レポート 

1 トレタテ！特許マップ 
 （簡易統計グラフ） ９０，０００円 × × × 

2 本格マップ１ ２００，０００円～ タイトル一覧を軽く
目視で除去 

ソフトによる機械的
仕分け ○ 

3 本格マップ２ ２５０，０００円～ 
（件数等により加算） 査読して除去 査読仕分け ○ 

4 本格分析 目的に合わせて、調査から母集団生成、面談報告、等 

本格分析へのいざない 

http://www.wides.com/
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